
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仕事と論語と蕎麦打ちが大好きな月本康寅がお届けする 

◆集客・営業・広告・販促・マーケに役立つビジネスコラム 2022 年 3 月 3 週号 

月 3 週号 

リフォームの提案は、お任せください！ 

知識と智恵と豊富な経験で、必ずあなたの悩みを 

ズバリ ☞ 解決します。 

月本建設（株）代表取締役 月本康寅 

電話/086-275-0676      

FAX/086-275-5267      
メール tsukimoto-cop@wind.ocn.ne.jｐ 

ホームページ 月本建設 検索 

『頼んで良かった』（＾ｖ＾）と言われる会社です！ 

4 つの資格のプロ 
だから安心です！ 
1 級建築士 

1 級建築施工管理技士 

1 級土木施工管理技士 

宅地建物取引士 

 
■『表の並木には桜を、裏の並木には栗を』 
 

もう春が近いですね。我が家の庭には桜の木が２本あります。 

 

春になると家の前を通る人がよく足を止めて眺めています。 

 

『表の並木には桜を、裏の並木には栗を。 

表と裏、両面の心がけ、いずれもおろそかにしてはならじ。』 

 

これは肥後熊本藩初代藩主・加藤清正公の言葉ですが、信仰心が篤かった清正公はお寺を 

建立すると実際に門前にはたくさんの桜を植え、裏には栗の木を植えたそうです。 

 

桜を植えれば参詣した人が桜を見て楽しめる。 

栗の木を植えれば飢饉や災害、戦争時の備荒食になり、 

薪としても使えるからです。 

 

表と裏、両面の心がけが大事。 

 

周りの人々を喜ばせつつ、しっかりとリスクに備える。 

商売やビジネスにも通じますね。 

 

コロナ禍が長引いていますが新年度入りに向けて会社やお店の表には桜を咲かせてお客様や 

取引先を喜ばせ元気づけ、裏の並木には栗を植えてしっかりと足元を固める準備を行いましょう。 

 
●本記事は契約のうえ、ビジネス心理学講師・酒井とし夫さんが寄稿しています。 

 

■集客・営業・広告・販促に役立つ心理マーケティング 


